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【令和6年9月定例会】
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杉
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村　
博
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採　決　結　果

議案第32号 令和５年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第33号 令和５年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第34号 令和５年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第35号 令和５年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第36号 令和５年度鹿島市水道事業会計決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第37号 令和５年度鹿島市下水道事業会計決算認定について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 認定
議案第38号 鹿島市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第39号 県営土地改良事業負担金に係る分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第40号 令和６年度鹿島市一般会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第41号 令和６年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第42号 令和６年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第43号 令和６年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第44号 令和６年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第45号 財産の取得について（追認） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 適任
意見書第1号 小中学校の学校給食の無償化を求める意見書（案） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
意見書第2号 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書（案） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

鹿
島
市
議
会

令
和
６
年
９
月
定
例
会　
会
期
日
程

１
、会
期

自
　
令
和
6
年
9
月
3
日

至
　
令
和
6
年
10
月
3
日

２
、日
程

【
9
月
】

3
日
・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	

・
会
期
の
決
定

	

・
議
案
の一括
上
程（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

4
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

　
　
　（一般
質
問
　
発
言
内
容
通
告
締
切
）

5
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

6
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

7
日
・
休
会

8
日
・
休
会

9
日
・
決
算
説
明
、委
員
会
付
託
、議
案
審
議
、質
疑
、

　
　  

討
論
、採
決

10
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

11
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

12
日
・
文
教
厚
生
産
業
委
員
会（
意
見
書
審
議
）

13
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

14
日
・
休
会

15
日
・
休
会

16
日
・
休
会

17
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
開
会
、現
地
調
査
）

18
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　（
教
育
委
員
会
、市
民
部
、産
業
部
）

19
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　（
政
策
総
務
部
、建
設
環
境
部
）

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席
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決
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審
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特
別
委
員
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　（
特
別
会
計
、企
業
会
計
、討
論
、採
決
）

21
日
・
休
会

22
日
・
休
会

23
日
・
休
会

24
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

25
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

26
日
・一般
質
問（
４
名
）

27
日
・一般
質
問（
２
名
）

28
日
・
休
会

29
日
・
休
会

30
日
・一般
質
問（
３
名
）

【
10
月
】

1
日
・一般
質
問（
３
名
）

2
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

3
日
・
委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　
・
質
疑
、討
論
、採
決

　
　
・
閉
会

次のことを審議し決定しました
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［令和6年9月議会号］

令
和
５
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
32
号伊

東　
茂 

議
員

質
問
　
令
和
５
年
度
の

決
算
に
よ
る
歳
出
、
約

１
７
２
億
９
６
０
０
万
円
の

35
・
９
％
が
民
生
費
で
あ
る
。

年
々
、
民
生
費
は
増
加
傾
向

で
あ
り
少
子
高
齢
化
は
加
速

し
社
会
福
祉
費
の
確
保
は
重

要
と
考
え
る
。
加
え
て
、
庁

舎
を
含
め
た
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
改
修
な
ど
財
源

確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
在
、
取
り
組
ん
で

い
る
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
を

問
う
。

答
弁
　
歳
出
の
削
減
・
歳
入

確
保
（
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
、
行
政
財
産
使
用
料
の
見

直
し
）
に
よ
る
歳
入
増
を
目

指
し
、
効
率
的
で
持
続
的
な

行
政
運
営
に
努
め
る
。
更
に
、

職
員
の
能
力
向
上
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
取
り
組
み
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
落
と
さ
ぬ
よ
う
努
め

る
。

一般質問に12人が
登壇しました

一般質問のYouTube動画配信！
9月26日、27日、30日、10月1日に行われた一般質問の

YouTube動画を観ることができます。

【9月26日】 【9月27日】 【9月30日】 【10月1日】

釘尾 勢津子
松尾 　征子
杉原 　元博
福井 　　正

議員
議員
議員
議員

中村 日出代
樋口 　作二

議員
議員

中村 　和典
松田 　義太
宮崎 　幸宏

議員
議員
議員

⻆田 　一美
池田 　葊志
勝屋 　弘貞

議員
議員
議員

議
案
第
32
号 

令
和
５
年
度
鹿
島
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

大
網
質
疑
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［令和6年9月議会号］

質
問　
２
０
２
３
年
６
月
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
た
。
現
行
の
健
康
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
、
本
年
12
月

２
日
よ
り
保
険
証
の
新
規
発

行
は
出
来
な
く
な
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
移
行
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
用
い
た

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
は

と
て
も
危
険
で
あ
る
。
日
本

で
は
今
年
２
月
外
交
上
の
重

要
機
密
情
報
を
含
む
外
務
省

の
シ
ス
テ
ム
が
中
国
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
大
規
模

な
情
報
漏
え
い
が
起
き
た
。

貯
金
が
銀
行
に
あ
る
の
は
分

か
っ
て
い
る
の
で
、
全
部
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
連
結
し
て
し

ま
え
ば
、
【
貯
金
に
税
金
を

か
け
て
い
く
】
事
も
可
能
に

な
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

も
、
住
民
の
幸
福
の
た
め
の

「
手
段
」
で
は
な
く
、
「
目

的
」
に
変
貌
し
て
い
な
い
か
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
情

報
漏
え
い
リ
ス
ク
に
つ
い
て

国
が
示
す
考
え
方
と
し
て
、

国
は
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓

口
職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
り
扱
う
こ
と
は
な
く
、
他

人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ

て
手
続
き
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

道
徳
教
育
の
現
状
と

課
題
につい
て

質
問　
善
悪
を
教
え
る
道
徳

教
育
の
基
礎
と
な
る
、
小
・

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
に

は
「
道
徳
教
育
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
人
間
尊
重
の

精
神
と
生
命
に
対
す
る
畏
敬

の
念
を
家
庭
、
学
校
、
そ
の

他
社
会
に
お
け
る
具
体
的
な

生
活
の
中
に
生
か
し
」
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
道
徳
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　
教
材
で
取
り
扱
わ
れ

た
内
容
に
よ
っ
て
行
動
を
変

容
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、

変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
を

生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る

事
が
大
切
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
毎
時
間
の
主
題
に
対
し

て
、
常
に
自
分
の
考
え
を
持

ち
、
他
者
と
議
論
す
る
事

で
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た

り
、
深
め
た
り
し
て
、
道
徳

的
価
値
を
自
覚
し
て
い
く
事

が
大
切
。
鹿
島
市
学
校
教
育

方
針
の
中
で
「
ふ
る
さ
と
・

命
・
思
い
や
り
」
を
重
点
目

標
の
一
つ
に
挙
げ
、
ふ
る
さ

と
「
鹿
島
」
を
愛
し
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒

を
育
む
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。

質
問
一　
猛
暑
が
続
く
今
年

の
夏
、
鹿
島
市
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
冷
房
の
設
備

も
な
い
中
で
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
。
天
井
は
は
が
さ
れ
ゴ

ミ
が
落
ち
て
く
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
建
物
は
隙
間
も

多
く
、
虫
や
ゴ
ミ
が
飛
ぶ
の

で
扇
風
機
も
置
け
な
い
と
い

う
。
何
年
に
建
て
ら
れ
た
の

か
。

答
弁
　
55
年
建
設
、
44
年

経
っ
て
い
る
。
調
理
場
は
61

年
に
建
て
替
え
て
38
年
経
っ

て
い
る
。
建
物
天
井
が
高
く
、

調
理
場
全
体
に
空
調
機
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
。
室
内
の
温
度
は
30
度
を

超
し
決
し
て
良
い
職
場
環
境

と
は
言
え
な
い
。
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
も
6
台

設
置
し
て
い
る
が
、
冷
却
効

果
は
な
い
。

質
問
二　
調
理
場
が
30
度
を

超
す
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

は
調
理
場
は
換
気
を
行
い
、

温
度
は
25
度
以
下
、
湿
度
は

80
％
以
下
に
保
つ
よ
う
に
努

め
る
こ
と
。
ま
た
調
理
室
及

び
食
品
の
保
管
室
の
温
度
及

び
湿
度
並
び
に
冷
蔵
庫
及
び

冷
凍
庫
内
部
の
温
度
を
適
切

に
保
ち
、
こ
れ
ら
の
温
度
及

び
湿
度
は
毎
日
記
録
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
調
理
場

が
40
度
ほ
ど
に
な
る
と
し
た

ら
大
き
な
問
題
。
毎
日
の
記

録
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
61
年
度
の
建
設
で
古

く
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
基

準
を
満
た
し
温
度
も
高
く
な

か
っ
た
。
現
状
は
一
部
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
三　
最
低
基
準
は
し
っ

か
り
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
子
供
た
ち
の
大
事
な
給

食
を
作
る
と
こ
ろ
。
建
物
が

古
い
と
か
と
の
理
由
付
け
は

許
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

答
弁
　
職
場
環
境
が
い
い
と

は
思
わ
な
い
。
施
設
整
備
を

や
り
直
す
と
い
う
考
え
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問
四　
建
て
直
せ
ば
、
解

決
で
き
る
。
し
か
し
建
設
を

す
る
と
し
て
も
今
の
問
題
は

す
ぐ
に
解
決
で
き
な
い
。
例

え
ば
、
今
自
ら
空
調
服
を

買
っ
て
使
っ
て
い
る
人
も
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
一
着

2
万
5
千
円
と
い
い
ま
す
か

ら
20
人
分
50
万
円
、
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
空
調
服
と
い
う
こ
と

で
す
が
現
場
と
も
話
し
合
い

解
決
策
を
考
え
た
い
。

現
行
の
健
康
保
険
証
か
ら

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
つ
い
て

釘
尾　
勢
津
子 

議
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
従
事
者
の

職
場
環
境
は

松
尾　
征
子 

議
員
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鹿
島
市
の一次
産
業
に

つい
て

鹿
島
市
の
人
口
は
、
人
口
戦

略
会
議
の
報
告
書
で
は
消
滅

自
治
体
で
は
な
い
が
、
社
会

減
対
策
が
必
要
だ
そ
う
で
あ

る
。
産
業
が
衰
退
し
た
ら
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
。

鹿
島
市
の
産
業
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

質
問
一　
鹿
島
市
の
一
次
産

業
に
従
事
さ
れ
る
農
家
戸
数

と
一
次
産
業
の
状
況
は
。

答
弁
　
一
次
産
業
戸
数
は

千
八
十
三
戸
で
あ
る
。
一

次
産
業
の
状
況
は
、
農
業

で
後
継
者
問
題
や
、
新
規

就
農
者
が
少
な
い
状
況
で

あ
る
。
水
産
業
に
お
い
て

も
有
明
海
の
海
況
が
悪
化

し
て
お
り
、
漁
業
不
振
が

続
い
て
い
る
。
海
苔
養
殖

に
関
し
て
も
、
海
況
悪
化

と
カ
モ
被
害
な
ど
で
打
撃

を
受
け
て
い
る
。

質
問
二　
農
業
後
継
者
へ
の

支
援
策
は
。

答
弁
　
新
規
就
農
五
十
歳

未
満
支
援
金
は
最
高
年

百
五
十
万
円
が
あ
り
年
間

５
組
に
支
援
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
後
継
者
不
足
は

深
刻
だ
と
思
う
。

質
問
三　
鹿
島
市
の
商
工
業

の
状
況
は
ど
う
か
。
後
継
者

が
お
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
　
後
継
者
は
少
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
廃
業
さ
れ
る

方
も
増
加
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

質
問
四　
商
工
業
の
後
継
者

問
題
は
深
刻
だ
と
思
う
が
対

策
は
。

答
弁
　
高
齢
者
問
題
は
深
刻

に
と
ら
え
て
い
る
。

　
た
だ
商
工
業
者
の
方
は
、

家
屋
を
所
有
し
て
お
ら
れ
る

方
が
多
く
、
家
族
以
外
の
方

が
引
き
継
ぎ
に
く
い
状
況
が

あ
る
の
で
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
商
工
会
議
所
と
相
談
し
な

が
ら
対
策
を
考
え
る
。

質
問
五　
有
明
海
の
魚
介
類

は
特
に
貝
類
の
生
産
が
減
少

し
て
い
る
。
台
風
10
号
が
８

月
末
に
有
明
海
上
空
を
通
っ

た
そ
の
影
響
は
。

答
弁
　
有
明
海
の
魚
介
類

生
産
は
減
少
し
て
い
る
。

　
た
だ
台
風
10
号
が
海
上

を
通
過
し
た
こ
と
で
、
海

が
撹
拌
さ
れ
海
水
温
が
下

が
っ
た
。
潟
泥
の
栄
養
塩

が
上
昇
、
珪
藻
が
発
生
し

沖
合
に
移
動
し
赤
潮
発
生

が
抑
制
さ
れ
た
よ
う
だ
。

今
後
施
肥
な
ど
の
取
り
組

み
や
、
カ
モ
対
策
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
カ
モ
は

漁
業
だ
け
で
な
く
農
業
に

も
影
響
が
あ
り
、
カ
モ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鹿
島
市
の
産
業
支
援
に
つ
い
て

福
井　
正 

議
員

質
問
一　
こ
れ
ま
で
に
手
話

言
語
条
例
を
制
定
し
た
自
治

体
は
、
全
国
で
５
４
０
自
治

体
に
上
る
。
制
定
が
広
が
っ

た
要
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
障
が
い
が
あ
る
人
の

権
利
擁
護
の
制
度
整
備
が
図

ら
れ
、
社
会
に
お
い
て
も
障

が
い
の
あ
る
人
の
権
利
に
関

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た

事
が
要
因
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
う
。

質
問
二　
鹿
島
市
で
手
話
通

訳
を
さ
れ
て
い
る
方
の
数
と

主
な
活
動
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁
　
手
話
通
訳
者
と
し
て

活
動
し
て
お
ら
れ
る
の
は
４

人
。
本
市
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
の
他
、
支

援
を
必
要
と
す
る
個
人
に
帯

同
し
て
通
訳
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
。
ま
た
手
話
講
座
を
開

催
す
る
な
ど
手
話
の
普
及
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。

質
問
三　
手
話
言
語
条
例
制

定
に
向
け
て
の
鹿
島
市
の
考

え
を
聞
く
。

答
弁
　
今
年
２
月
か
ら
６
月

で
鹿
島
手
話
サ
ー
ク
ル
主
催

の
手
話
言
語
条
例
勉
強
会
に

担
当
職
員
が
参
加
。
手
話
が

言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

基
づ
き
施
策
を
推
進
し
、
制

定
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

「
睡
眠
教
育
」につい
て

質
問
一　
子
ど
も
た
ち
の
睡

眠
状
況
と
睡
眠
時
間
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
平
均
睡
眠
時
間
は
小

学
６
年
が
７
・
９
時
間
、
中

学
３
年
が
７
・
１
時
間
。
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
眠
り
に

つ
く
時
間
が
遅
く
な
り
、
睡

眠
時
間
が
短
い
と
い
う
結
果
。

市
独
自
に
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。

質
問
二　
家
庭
環
境
や
保
護

者
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可

欠
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
く
。

答
弁
　
小
中
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
利
用
に

関
す
る
指
針
及
び
約
束
を
定

め
、
生
活
習
慣
が
乱
れ
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
児

童
生
徒
の
睡
眠
環
境
を
守
る

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

質
問
三　
睡
眠
教
育
の
導
入

と
普
及
に
つ
い
て
。

答
弁
　
先
ず
は
低
学
年
の
生

活
科
や
中
学
年
、
高
学
年
、

中
学
校
の
保
健
体
育
に
系
統

的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
睡
眠

に
関
す
る
学
習
指
導
を
続
け

る
。
そ
の
上
で
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
生
活
リ
ズ
ム
を
振

り
返
る
実
践
の
徹
底
を
指
導

し
、
睡
眠
環
境
の
改
善
に
努

め
る
。
ま
た
各
校
区
の
実
情

に
応
じ
た
効
果
的
な
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
機
能
を

活
用
し
、
地
域
と
の
連
携
を

進
め
て
い
く
。

「
鹿
島
市
手
話
言
語
条
例
」の

制
定
に
つ
い
て

杉
原　
元
博 

議
員
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マ
イ
ナ
ンバ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
につい
て

質
問　
今
後
、
健
康
保
険
証

の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
健

康
保
険
証
と
紐
づ
け
し
て
い

な
い
人
に
は
資
格
確
認
書
が

送
付
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
に
登
録
し
て
い
る
人
に
は

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
発

行
さ
れ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
つ
な
が
ら
な
い
時
な
ど
に

使
用
で
き
る
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し

た
時
は
、
再
発
行
は
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
間

資
格
確
認
書
が
送
付
さ
れ
、

受
診
が
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
詐
欺への

対
応
につい
て

質
問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
詐
欺
に

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば

い
い
の
か
。

答
弁
　
詐
欺
の
手
口
は
巧

妙
・
多
様
化
し
て
お
り
、
鹿

島
警
察
署
管
内
で
も
急
激
に

増
加
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
い
つ
も
危

険
が
潜
ん
で
い
る
と
の
認
識

を
持
ち
、
個
人
情
報
を
入
力

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

詐
欺
で
あ
る
と
認
識
し
た
場

合
は
、
鹿
島
警
察
署
か
市
役

所
の
消
費
者
生
活
相
談
窓
口

で
対
応
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
成
長への

影
響
につい
て

質
問
一　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
子
ど
も
の
成
長
に
及
ぼ
す

影
響
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。

答
弁
　
ス
マ
ホ
は
、
中
学
３

年
生
で
は
８
割
以
上
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察

し
て
い
る
。
子
ど
も
の
豊
か

な
成
長
に
は
よ
く
な
い
と
考

え
る
の
で
学
校
で
は
禁
止
、

家
庭
で
も
午
後
９
時
以
降
は

使
用
し
な
い
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な

が
り
生
徒
指
導
上
問
題
な
の

で
、
保
護
者
の
責
任
で
指
導

し
て
ほ
し
い
。

質
問
二　
デ
ジ
タ
ル
教
材
は

教
育
に
有
効
な
の
か
。

答
弁
　
全
教
科
、
自
分
で
学

習
を
進
め
る
な
ど
利
点
は
多

い
が
、
漢
字
学
習
等
書
き
込

み
は
難
し
く
、
子
ど
も
と
ど

う
ふ
れ
あ
っ
て
い
く
の
か
教

育
方
法
の
検
討
も
必
要
で
あ

る
。熊

本
県
の

半
導
体
バ
ブル
につい
て

質
問　
熊
本
県
の
半
導
体
製

造
は
有
明
海
に
影
響
が
な
い

の
か
。

答
弁
　
半
導
体
製
造
で
使
用

さ
れ
た
水
は
各
自
治
体
の
下

水
処
理
施
設
で
浄
化
さ
れ
、

汚
染
基
準
内
の
水
質
で
海
に

流
れ
る
の
で
特
に
問
題
は
な

い
。

質
問
一　
古
い
、
調
理
場
棟

は
築
44
年
。
体
育
館
の
よ
う

な
造
り
で
、
空
調
設
備
は
無

く
暑
い
。
作
業
の
服
装
は
頭

の
キ
ャ
ッ
プ
、
マ
ス
ク
、
前

掛
け
、
手
袋
、
長
靴
、
驚
い

た
の
は
空
調
服
（
フ
ァ
ン

付
）
を
着
て
作
業
さ
れ
て
い

る
事
で
、
空
調
服
は
外
で
の

作
業
の
時
に
着
用
す
る
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
。
施
設
の

温
度
計
は
40
度
を
超
え
夏
場

は
蒸
し
風
呂
状
態
だ
。
教
育

総
務
課
は
こ
の
環
境
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
天
井
が
非
常
に
高
く

夏
場
は
全
体
を
冷
や
さ
な
い

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
調
理

員
の
職
場
改
善
は
上
手
く

い
っ
て
い
な
い
。

質
問
二　
夏
場
は
40
度
を
超

え
る
調
理
場
で
子
供
達
の
給

食
を
作
っ
て
い
る
。
暑
い
室

内
温
度
を
冷
や
す
た
め
に
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
し

て
あ
る
。
広
い
給
食
セ
ン

タ
ー
に
６
ケ
所
し
か
無
い
。

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
増
や

す
、
古
い
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
取
り
替
え
る
よ
う
に

し
て
頂
き
た
い
。

答
弁
　
増
設
対
策
は
今
後
の

予
算
措
置
等
で
取
り
組
め
る

よ
う
に
し
た
い
。

質
問
三　
作
業
の
服
装
は
空

調
服
（
フ
ァ
ン
付
）
を
着
て

作
業
を
し
て
い
る
。
空
調
服

は
外
で
の
作
業
の
時
に
着
用

す
る
。
驚
い
た
。
職
場
が
劣

悪
で
あ
る
事
が
改
め
て
分

か
っ
た
。
空
調
服
を
市
で
購

入
し
職
員
に
貸
与
で
き
な
い

か
。

答
弁
　
現
場
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
予
算
措
置
を
出
来
る

よ
う
な
形
で
取
り
組
み
を
し

た
い
。

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

浴
室
利
用
の
日
曜
日

休
業
につい
て

質
問　
市
長
は
公
施
設
を
休

業
に
す
る
権
限
が
無
い
。
根

拠
は
地
方
自
治
法
第
1
4
9

条
、
市
長
は
公
の
施
設
を
設

置
し
、
管
理
し
、
及
び
廃
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
限

が
無
い
の
に
ど
う
し
て
休
業

で
き
る
の
か
。

答
弁
　
利
用
で
き
な
い
説
明

を
し
て
い
る
。
館
内
で
も
２

月
か
ら
休
業
の
張
り
紙
を
し

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

休
業
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い

る
。

鹿島市学校給食センター

鹿
島
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

劣
悪
な
職
場
環
境
に
つ
い
て

中
村　
日
出
代 

議
員

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
抱
く

不
安
に
つ
い
て

樋
口　
作
二 

議
員
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質
問　
鹿
島
市
農
業
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、

今
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
地
域
計
画
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁
　
市
内
六
地
区
の
共
通

し
た
課
題
と
し
て
、
①
担
い

手
の
減
少
と
高
齢
化
②
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
③
イ
ノ
シ
シ

等
被
害
の
拡
大
④
農
作
物
の

適
正
価
格
⑤
農
地
の
集
積
や

集
約
な
ど
が
あ
る
。
地
域
計

画
と
は
、
来
年
三
月
末
ま
で

に
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
、

お
お
よ
そ
一
〇
年
後
の
農
地

利
用
の
姿
を
、
目
標
地
図
に

明
確
に
示
し
、
農
地
バ
ン
ク

を
利
用
し
た
農
地
の
集
約
化

等
に
つ
い
て
、
六
地
区
の
農

業
者
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

農
業
の
将
来
計
画
を
作
る
も

の
で
あ
る
。

地
方
創
生「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の

取
り
組
み
につい
て

質
問
一　
鹿
島
市
に
お
い
て

も
、
こ
の
一
〇
年
間
、
地
方

創
生
に
取
り
組
ん
で
き
た
が

そ
の
成
果
は
。

答
弁
　
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
は
、
若
者
世
代
の
都
市

へ
の
流
出
が
課
題
で
あ
っ
た

が
、
市
内
企
業
就
職
説
明
会

や
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
企
業
支
援
等
に

よ
り
、
転
出
超
過
の
現
象
が

少
し
ず
つ
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

質
問
二　
こ
の
間
、
ど
の
よ

う
な
国
・
県
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
。

答
弁
　
国
の
事
業
で
は
、
肥

前
浜
宿
ま
ち
な
み
活
用
事

業
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

な
ど
、
約
４
億
５
千
万
円

の
事
業
を
行
っ
た
。
県
の

事
業
で
は
、
婚
活
支
援
活
動

や
サ
フ
ラ
ン
栽
培
な
ど
、
約

３
億
２
千
４
百
万
円
の
事
業

を
行
っ
た
。

市
長
と
語
る
会
につい
て

質
問　
七
月
に
市
長
就
任
後

二
回
目
の
語
る
会
を
実
施
さ

れ
た
。
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
人
口
減
少
に
対
す
る
危
機

感
、
婚
活
支
援
、
働
く
場
の

確
保
な
ど
の
意
見
に
対
す
る

市
長
の
思
い
と
今
後
の
施
策

は
。

答
弁
　
六
地
区
で
、
二
〇
五

名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

人
口
は
、
一
〇
年
間
で
約

３
千
人
が
減
少
し
て
い
る
。

今
後
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、

働
く
場
の
確
保
、
産
業
活
性

化
、
街
の
利
便
性
と
魅
力
向

上
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を

進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
セン
タ
ー
に

つい
て

質
問
一　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
安
心
安

全
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
早
急
な
対
応
と
抜
本
的
な

改
善
が
必
要
で
あ
る
。
開
設

か
ら
約
38
年
以
上
が
経
過
し

た
鹿
島
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の

課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁
　
当
市
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
で
一
番
古
く

夏
場
は
室
温
が
30
度
を
超
え

て
お
り
、
空
調
エ
ア
コ
ン
が

な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、

ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
で
対
応

し
て
い
る
。
又
、
近
隣
市
町

に
お
い
て
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
の

は
鹿
島
市
だ
け
で
あ
り
、
環

境
改
善
は
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
。

質
問
二　
建
替
え
の
具
体
的

検
討
を
早
急
に
始
め
る
べ
き

で
な
い
か
。
財
政
負
担
、
立

地
場
所
、
整
備
時
期
な
ど
。

近
隣
の
白
石
町
で
は
鹿
島
市

と
同
様
規
模
で
、
事
業
費
約

17
億
7
千
5
百
万
円
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

答
弁
　
現
状
の
改
善
と
移
転

建
替
え
整
備
の
二
つ
の
課
題

を
認
識
し
て
い
る
。
財
源
的

な
も
の
も
含
め
て
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
の

課
題
につい
て

質
問
一　
令
和
4
年
の
西
九

州
新
幹
線
が
開
業
し
、
江
北

駅
か
ら
諫
早
駅
ま
で
が
上
下

分
離
方
式
に
な
っ
た
。
特
急

の
大
幅
な
減
便
、
江
北
駅
で

の
乗
り
継
ぎ
問
題
や
長
崎
方

面
へ
の
特
急
が
無
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
通
勤
通
学
へ
の

影
響
な
ど
、
市
民
か
ら
の
要

望
を
多
く
聞
く
こ
と
に
な
っ

た
。
特
に
来
年
は
、
特
急
本

数
が
さ
ら
に
現
行
の
14
本
か

ら
10
本
程
度
に
減
便
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
近
隣
市
町
と

連
携
し
要
望
強
化
に
努
め
て

ほ
し
い
。

答
弁
　
佐
賀
県
、
太
良
町
、

白
石
町
、
江
北
町
の
沿
線
自

治
体
と
連
携
し
、
様
々
な
課

題
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

質
問
二　
利
用
促
進
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
の
周
知
が
重
要
な
の

で
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

手
の
ひ
ら
市
役
所
等
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
ア
ナ
ロ
グ
、
デ
ジ
タ

ル
な
ど
媒
体
を
活
用
し
、
広

く
市
民
に
周
知
し
て
い
き
た

い
。

鹿
島
市
の
直
面
す
る
課
題
に
つい
て

松
田　
義
太 

議
員

R6.9.25古枝・浜地域農業を考える座談会

農
業
の
地
域
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

中
村　
和
典 

議
員

鹿島市学校給食センター



9

［令和6年9月議会号］

質
問
一　
鹿
島
市
が
誘
致
し

て
い
た
佐
賀
県
立
大
学
の
設

置
に
つ
い
て
。

答
弁
　
佐
賀
県
立
大
学
の
拠

点
と
な
る
場
所
が
佐
賀
市
の

佐
賀
総
合
庁
舎
敷
地
内
に
決

定
し
た
こ
と
が
佐
賀
県
よ
り

発
表
さ
れ
た
。

質
問
二　
有
明
海
沿
岸
道
路

及
び
国
道
4
9
8
号
鹿
島
武

雄
間
の
事
業
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
　
有
明
海
沿
岸
道
路
の

う
ち
福
富
鹿
島
道
路
に
つ
い

て
は
、
佐
賀
県
よ
り
令
和
4

年
度
に
鹿
島
側
の
一
部
ル
ー

ト
に
て
事
業
着
手
さ
れ
、
本

年
度
に
お
い
て
調
査
・
設
計

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
道
4
9
8
号
鹿
島
武
雄

間
は
、
佐
賀
県
よ
り
本
年
度

に
約
1
km
幅
の
ル
ー
ト
帯
が

示
さ
れ
、
今
後
、
具
体
的
な

整
備
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
る
。

　
福
富
鹿
島
道
路
や
国
道

4
9
8
号
鹿
島
武
雄
間
の
早

期
整
備
に
は
、
継
続
的
か
つ

安
定
的
な
予
算
確
保
が
必
要

と
な
る
た
め
、
関
係
市
町
と

協
働
し
な
が
ら
要
望
活
動
等

を
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

質
問
三　
J
R
肥
前
鹿
島
駅

周
辺
整
備
事
業
の
本
年
度
の

経
過
と
予
定
に
つ
い
て
。

答
弁
　
J
R
肥
前
鹿
島
駅
周

辺
整
備
事
業
に
関
す
る
都
市

計
画
決
定
を
行
う
べ
く
、
本

年
度
に
佐
賀
県
と
連
携
し
て
、

地
元
説
明
会
等
を
開
催
し
、

都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し

て
い
る
。

　
な
お
、
駅
舎
、
公
共
交
通

ロ
ー
タ
リ
ー
、
一
般
車
ロ
ー

タ
リ
ー
に
関
し
て
は
、
佐
賀

県
が
事
業
を
行
い
、
鹿
島
市

は
、
駅
前
交
通
広
場
、
駐
車

場
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
現
在
、
基
本
設
計
業

務
中
で
あ
る
。

旧「
鹿
島
市
農
村
婦
人

の
家
」の
建
物
解
体

質
問　
旧
「
鹿
島
市
農
村
婦

人
の
家
」
建
物
を
解
体
撤
去

し
た
上
で
北
鹿
島
農
村
運
動

広
場
の
駐
車
場
と
し
て
整
備

（
拡
張
）
す
る
こ
と
を
北
鹿

島
地
区
は
要
望
し
て
い
る
が
、

鹿
島
市
の
方
針
及
び
予
定
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
本
建
物
は
現
在
活
用

し
て
い
な
い
た
め
、
将
来
的

に
は
解
体
撤
去
を
行
う
方
針

で
あ
る
が
、
解
体
に
つ
い
て

は
今
後
適
宜
判
断
を
し
て
い

く
。

佐
賀
県
事
業
に
関
係
す
る

鹿
島
市
の
重
要
施
策

宮
崎　
幸
宏 

議
員

質
問
一　
介
護
施
設
の
施
設

数
及
び
入
居
率
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

答
弁
　
８
月
１
日
現
在
、
特

定
施
設
　
１
箇
所
　
96
・

３
％
、
地
域
密
着
型
特
定
施

設
　
２
箇
所
　
98
％
、
認
知

症
対
応
型
施
設
　
８
箇
所
　

96
・
３
％
、
老
健
施
設
　
１

箇
所
　
91
・
３
％
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
　
１
箇
所
　

82
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
二　
鹿
島
市
の
将
来
人

口
と
高
齢
者
人
口
、
高
齢
化

率
の
見
込
み
は
ど
の
位
か
。

答
弁
　
令
和
22
年
度
の
人
口

は
２
１
，
０
１
２
人
、
高
齢

人
口
８
，
５
５
３
人
、
高
齢

化
率
40
・
７
％
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。

質
問
三　
高
齢
者
介
護
施
設

の
過
不
足
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
高
齢
者
数
、
介
護
認

定
者
数
の
推
計
や
既
存
事
業

所
等
の
状
況
か
ら
保
険
者
が

総
量
規
制
を
行
い
、
令
和
６

年
度
か
ら
３
年
間
は
新
設
・

増
床
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

質
問
四　
各
介
護
施
設
の
運

営
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
課

題
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
過
去
５
年
間
の
介
護

事
業
所
の
新
設
５
件
、
廃
止

６
件
。
介
護
人
材
の
確
保
や

利
用
者
の
安
定
的
な
確
保
が

困
難
で
あ
り
経
営
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

質
問
五　
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
居
待
機
者
の

現
状
は
ど
う
か
。

答
弁
　
本
年
４
月
現
在
36
人

で
こ
こ
数
年
の
状
況
は
、
減

少
傾
向
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
六　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
基
準
（
要
介

護
３
以
上
）
の
緩
和
に
つ
い

て
は
地
域
の
実
情
を
考
慮
し

て
特
例
入
所
（
要
介
護
１
及

び
２
）
の
柔
軟
な
適
用
が
必

要
と
思
う
が
、
県
の
考
え
、

鹿
島
市
の
対
応
方
針
は
ど
う

か
。

答
弁
　
県
の
考
え
は
そ
の
通

り
で
、
声
が
上
が
っ
て
く
れ

ば
基
準
の
見
直
し
検
討
す
る

旨
、
回
答
が
あ
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
務
所
と
協
議
の

上
、
対
応
し
た
い
。

能
古
見
花
木
庭
地
区・果
樹

団
地
の
再
開
発
につい
て

質
問　
耕
作
放
棄
地
が
増
大

し
て
い
る
。
農
地
の
集
積
、

集
約
化
で
担
い
手
に
託
す
以

外
に
な
い
。
地
域
計
画
策
定

で
の
農
家
意
向
は
ど
う
か
。

答
弁
　
同
地
区
内
で
桃
、
ブ

ド
ウ
等
果
樹
栽
培
に
取
り
組

む
意
欲
の
あ
る
担
い
手
が
数

名
現
れ
て
お
り
国
・
県
・
市

の
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
り

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
。

高
齢
者
介
護
施
設
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

⻆
田　
一
美 

議
員

JJRR肥肥前前鹿鹿島島駅駅周周辺辺整整備備事事業業 平平面面図図JR肥前鹿島駅周辺整備事業　平面図
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質
問　
市
長
提
案
理
由
の
折
、

「
体
育
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
身
体

能
力
を
活
か
し
た
運
動
で
あ

る
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ス
ポ
ー

ツ
」
に
対
し
、
記
憶
力
・
判

断
力
な
ど
頭
脳
の
身
体
能
力

を
使
う
競
技
を
「
マ
イ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
定
義
さ

れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
概
念
が
、
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
。
今
後
の
取

り
組
み
を
含
め
、
市
長
に
問

う
。

答
弁
　
体
育
は
知
育
・
徳
育

と
と
も
に
人
格
形
成
の
た
め

に
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
た
背
景
が

あ
り
、
健
康
増
進
の
意
味
合

い
が
強
か
っ
た
。
2
0
2
0

東
京
五
輪
を
機
会
に
「
体
育

の
日
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
の

日
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は

体
を
動
か
す
と
い
う
人
間
の

本
源
的
な
欲
求
に
応
え
る
だ

け
で
な
く
、
爽
快
感
・
達
成

感
・
連
帯
感
な
ど
精
神
的
充

実
、
楽
し
み
喜
び
を
も
た
ら

し
て
、
そ
の
上
で
体
力
向

上
・
ス
ト
レ
ス
発
散
・
生
活

習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
心
身

の
両
面
に
わ
た
り
健
康
の
保

持
増
進
に
資
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
今
回
、
国
体
か

ら
国
ス
ポ
に
変
わ
り
皆
で
こ

の
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

鹿
島
な
ら
で
は
の
企
画
を
し

て
い
る
。
観
る
人
支
え
る
人

に
も
夢
や
感
動
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
。

貧
困
家
庭
・
子
ど
も

の
貧
困
につい
て

質
問　
子
ど
も
の
貧
困
が
も

た
ら
す
社
会
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
市
長
に
問
う
。

答
弁
　
大
き
な
社
会
問
題
で

あ
り
、
教
育
格
差
、
心
を
含

め
た
健
康
状
態
ま
で
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

将
来
の
雇
用
、
将
来
所
得
な

ど
、
人
間
関
係
・
人
生
設
計

に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
く

る
。
貧
困
は
個
々
の
問
題
で

は
な
く
社
会
全
体
の
問
題
。

貧
困
の
状
況
は
多
種
多
様
で
、

見
え
に
く
い
も
の
だ
が
、
社

会
全
体
で
共
有
し
、
貧
困
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
、
防
止
す

る
こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
い

る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

勝
屋　
弘
貞 

議
員

第
七
次
鹿
島
市
総
合
計
画

の
改
訂
版
につい
て

質
問　
改
訂
版
の
「
み
ん
な

が
住
み
や
す
く
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
。

答
弁
　
本
市
は
、
豊
か
な
自

然
と
多
く
の
伝
統
文
化
が
残

る
街
で
、
地
域
力
を
活
か

し
、
産
業
の
振
興
、
福
祉
・

保
健
・
医
療
の
充
実
、
都
市

基
盤
の
整
備
、
環
境
の
充
実
、

安
心
安
全
で
教
育
や
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
る
な
ど
、

市
と
関
係
機
関
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
「
み
ん
な
が
住
み

や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
さ
せ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

鹿
島
市
を
元
気
で
、住
み

や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
に

質
問
一　
鹿
島
の
「
も
の
づ

く
り
」
を
磨
き
上
げ
て
、
仕

事
を
生
み
出
す
と
は
、
ま
た
、

鹿
島
の
有
利
性
を
活
か
し
た

情
報
発
信
に
よ
る
企
業
誘
致

の
推
進
と
は
、
ど
の
様
な
取

組
み
な
の
か
。

答
弁
　
鹿
島
の
資
源
や
特
色

を
活
か
し
、
多
様
な
商
品
開

発
に
努
め
、
異
な
る
産
業
間

が
連
携
し
て
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
な
ど
の
取
り
組
み

の
事
で
あ
る
。
次
に
鹿
島
の

有
利
性
を
活
か
し
た
情
報
発

信
に
よ
る
企
業
誘
致
の
推
進

と
は
、
豊
富
な
水
資
源
や
自

然
災
害
リ
ス
ク
の
低
さ
な
ど

の
情
報
を
発
信
し
、
新
た
な

企
業
誘
致
に
繋
げ
て
行
く
取

り
組
み
で
あ
る
。

質
問
二　
み
ん
な
が
住
み
や

す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
街
に

す
る
た
め
に
、
若
者
の
新
た

な
職
場
づ
く
り
と
し
て
、
従

来
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
の

が
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
を
進
め
、
将

来
の
企
業
誘
致
に
繋
げ
る
べ

き
と
思
っ
て
い
る
が
。

答
弁
　
都
市
同
士
の
交
流
に

は
、
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
に
か
ほ
市
と
の

交
流
は
、
担
当
者
に
よ
る
話

し
合
い
を
続
け
て
い
る
の
で
、

に
か
ほ
市
長
に
直
接
会
っ
て
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め

に
日
程
調
整
中
で
あ
る
。

質
問
三　
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
の
救
済
策
と
し
て
、
周

辺
市
町
で
は
、
対
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
当
市
の
対
応
は
。

答
弁
　
北
鹿
島
地
区
・
能
古

見
地
区
・
古
枝
の
お
住
い
の

地
区
で
、
運
送
業
者
に
よ
る

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
運

行
し
て
い
る
。

仕
事
が
あって
、安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は

池
田　
葊
志 

議
員

FOOD
BANK
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決算審査特別委員会委員長報告
　本会議において本委員会に付託された議案第32号から議案第37号までの6議案につきまし
て、9月17日、18日、19日、20日の4日間にわたり委員会を開催した。
　まず17日に以下の議案関係6カ所の現地調査を行った。
①松蔭神社石垣工事修理②鹿島小学校屋外便所改修工事③西部中学校体育館照明器具取替工事
④園芸施設の大雨浸水対策のための浸水防止壁・排水ポンプ設置⑤市営新方住宅住戸改修1期
工事⑥道の駅鹿島の駐車場整備舗装工事等

　市長以下、執行部の出席のもと、審査に入った。
　一般会計は、歳入176億2846万3344円、歳出は172億9692万382円、差し引き3億3154万
2962円の黒字決算。
　国民健康保険特別会計は、歳入決算額38億5743万1802円、歳出決算額37億7195万8414円
であり、8547万3388円の黒字決算。
　後期高齢者医療特別会計は、歳入決算額4億8727万3259円、歳出決算額4億8213万4399円
で、収支差引き513万8860円の黒字決算。
　水道事業会計決算は、収益的収入５億3618万2387円、収益的支出4億6299万8137円、差し
引き純利益は7318万4250円。
　下水道事業会計決算は、総収入9億7189万9509円、総費用9億5720万7677円、差し引き
1469万1832円。
　監査委員から6議案に係る決算審査の結果について説明。
　「審査に付された歳入歳出決算及び同附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されて
おり、係数についても関係諸帳簿及び証拠書類と照合の結果、適正に表示されていた。また、
予算の執行については、歳入の確保と歳出予算の効率的な執行に配慮しながら各種の施策が推
進されており、各会計とも予算計上の趣旨に沿って適正に処理されていた｡」と報告を受けた｡
　説明後直ちに審査に入り、本委員会に付託された6議案に対し、各委員からの多項目にわた
る質疑があり20日の質疑終了後に討論、採決の結果、賛成多数で原案のとおり認定すること
とした。

決算審査特別委員会　委員長　福井正

【決算審査特別委員会の経過】
9月17日午前10時開会

主要施策の成果説明書の概要説明、決算
審査等の概要説明、現地調査箇所の事業
概要説明。午後より現地調査6カ所。

9月18日午前10時より終日
一般会計歳入歳出決算認定について質疑
（教育委員会、市民部、産業部ほか）

9月19日午前10時より終日
一般会計歳入歳出決算認定について質疑
（政策総務部ほか、建設環境部）

9月20日午前10時より終日
特別会計3議案、公営企業会計2議案質疑
後、議案第32号から議案第37号までの一
括討論、採決。

▲道の駅鹿島の駐車場整備
　舗装工事等

▲西部中学校体育館照明
　器具取替工事

▲園芸施設の大雨浸水対策のための
　浸水防止壁・排水ポンプ設置

▲松蔭神社石垣工事修理
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杉
原　
元
博 

議
員

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
や
不
安
定
な
国
際
情
勢
・
円

安
等
の
影
響
で
物
価
燃
料
高
騰
が
続
き
、

市
民
生
活
が
大
変
な
中
で
の
財
政
運
営
で

あ
り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
７
０
億
円

を
超
え
る
決
算
と
な
っ
た
。 

　
待
望
の
市
民
文
化
ホ
ー
ル
が
完
成
し

多
く
の
皆
様
の
喜
び
に
繋
が
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
で
は
、
業
務
の
効
率
化
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
市
の
公

式
L
I
N
E
機
能
拡
張
で
「
手
の
ひ
ら
市

役
所
」
も
実
現
。
民
生
費
で
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
と
の
観
点
か
ら
市
民
に
寄

り
添
っ
た
支
援
・
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
応
援
券

を
市
民
全
員
に
配
布
し
、
長
崎
本
線
利
用

促
進
も
図
ら
れ
た
。
教
育
施
設
整
備
事
業

で
は
、
鹿
島
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

や
西
部
中
学
校
体
育
館
の
照
明
28
個
が

L
E
D
に
変
わ
る
な
ど
、
子
ど
も
達
の
学

校
生
活
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　
物
価
高
騰
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
市

民
生
活
の
後
押
し
・
事
業
者
へ
の
支
援
等

を
来
年
度
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る
事
を

要
望
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
32
号
～議案

第
37
号
に
つ
い
て

賛
成
討
論

松
尾　
征
子 

議
員

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
安
く
し
て
と
の
声
は

ま
す
ま
す
お
お
き
く
な
り
ま
す
。
国
保
税

引
き
下
げ
の
要
求
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
引
き
下
げ
の
た
め
に
未
成
年

者
に
か
け
ら
れ
て
い
る
均
等
割
り
２
５
，

２
０
０
円
を
廃
止
す
る
こ
と
を
訴
え
続
け

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
2
人
だ
と
５
０
，

４
０
０
円
。
3
人
だ
と
７
５
，
６
０
０
円

で
す
。
こ
れ
に
家
族
も
入
れ
ば
大
変
で
す
。

も
と
も
と
収
入
の
な
い
未
成
年
者
に
税
金

を
か
け
る
こ
と
自
体
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

未
成
年
者
に
か
け
ら
れ
る
均
等
割
り
の
廃

止
だ
け
で
も
税
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
子
ど
も
を
産
む

こ
と
も
で
き
ず
、
少
子
化
対
策
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　
い
ま
だ
に
こ
の
問
題
で
検
討
の
動
き
も

あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
、
反
対
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
32
号
～議案

第
37
号
に
つ
い
て

反
対
討
論

決算審査特別委員会
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意見書第１号
小中学校の学校給食の無償化を求める意見書

　学校給食は、学校給食法第1条に「食育の推進」がその役割と目的として規定されており、
教科学習と並んで学校教育の一環となっている。学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に
資するものであり、望ましい食習慣を養うなど、その教育的効果は大きい。
　その経費の負担について文部科学省は、設置者の判断で保護者の負担軽減を図ることが可能
であるという見解から、子どもの貧困対策はもとより、子育て支援や少子化対策として、小中
学校の給食費を全額補助、または一部補助する市町村が増えてきている。
　財政力が十分でなく無償化の実施が困難な自治体が多い中で、義務教育の家庭負担で自治体
間格差が生じることは問題である。
　未来を担う子どもたちに安心・安全で豊かな学校給食が、国の財政負担により、早期に無償
で提供されることを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和6年10月3日
佐賀県 鹿島市議会

衆 議 院 議 長　　額　賀　福志郎　　様
参 議 院 議 長　　尾　辻　秀　久　　様
内 閣 総 理 大 臣　　石　破　　茂　　　様
文 部 科 学 大 臣　　阿　部　俊　子　　様
内閣府特命担当大臣　　三原　じゅん子　　様

以上のとおり意見書を提出する。

意見書第２号
帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書

　帯状疱疹は、過去に水痘に罹患した者が、加齢や疲労、ストレスなどによる免疫力低下等に
より、体内に潜伏していた帯状疱疹ウィルスが再活性化することで発症する皮膚疾患である。
　日本人では、80歳までに約3人に1人が発症するといわれており、発症予防や重症化、後遺
症を防ぐためにもワクチンが有効とされているが、接種費用が高額のため接種を諦める者も少
なくない。
　つきましては、一定の年齢以上の国民に対するワクチンの有効性等を早急に確認し、帯状疱
疹ワクチンの助成制度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を実現するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和6年10月3日
佐賀県 鹿島市議会

衆 議 院 議 長　　額　賀　福志郎　　様
参 議 院 議 長　　尾　辻　秀　久　　様
内 閣 総 理 大 臣　　石　破　　茂　　　様
厚 生 労 働 大 臣　　福　岡　資　麿　　様

以上のとおり意見書を提出する。
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［令和6年9月議会号］

【環境未来都市特別委員会行政視察報告】
令和6年7月10日～12日

１　福岡県大牟田市－ＥＳＤ及びＳＤＧｓ未来都市について
　大牟田市は、市内小学校19校、中学校8校、特別支援
学校1校が2012年に一斉にユネスコスクールに加盟し、
全て持続可能な社会のための教育に取り組み、環境教
育、国際理解教育、エネルギー教育、防災教育、生物多
様性、気候変動、福祉学習、食に関する学習など多岐に
わたる活動をされている。さらにその発展として、市内
7つの高等学校及び高等専門学校や一般事業所や各種団
体も巻き込んで、大牟田市全体に広がる素晴らしい取り組みであった。

２　宮崎県綾町
（１）自然生態系農業について

　綾町は独自の農産物認証システムを作り上げ、全国で初めて自然生態系農業の推進に
関する条例を制定し、安全・安心な農産物生産・販売に取り組んでおられた。2030年に
は有機農業者を25％に増やすという国の方針もあるので、鹿島市でもなるべく早く豊か
な自然生態系を維持できる農業を一歩でも前に進めることができたらと思う。

（２）綾ユネスコパークについて
　綾町の自然は、照葉樹林に代表され、｢綾町の自然を守る条例」、｢照葉樹林都市宣
言」、｢綾町照葉の里景観条例」を策定し、自然とともに町政を進展する方針を明確にし
ている。そうした中、平成24年にユネスコパークに認定され、過去の取り組みが評価さ
れたことだけではなく、綾町の自然を未来に引き継ぐという思いを世界に宣言された。
　鹿島市でもラムサール条約推進室を中心に干潟や里山での生物調査など行われている
が、今後鹿島市全体の自然に目を向けて取り組むことがＳＤＧｓ未来都市鹿島の生き方
と考える。

３　宮崎県延岡市－農産物の地産地消・食育推進について
　延岡市は食の町として売り出しており、水産物の売り
上げは100億円を超し、カンパチやメヒカリ、山間部で
は冷凍シイタケ、アユの塩焼きが有名で、このように新
鮮な地域の産物を多くの直売所やスーパーなどに置くこ
とで地産地消を進めているとのことであった。
　鹿島市では、陸上の産物は豊かであるが、有明海では
全くと言っていいほど庶民の口に上る魚介類がとれなくなった。地元でとれたものをまず
地元民が味わうことのできる健康な海を取り戻す必要があると感じた。

４　福岡県みやま市－エネルギーの地産地消 
　持続可能な人類の暮らしを考えていくとき、どうエネルギーを使えばいいかが大きな課
題となる。そうした課題をみやま市は「未来につながる、持続可能な地域へ」のスローガ
ンのもと、自治体主導で地域新電力会社を設立し、エネルギーを自ら作り出し、自らの自
治体内で消費するエネルギーの地産地消に取り組んでおられた。経営も順調で地域産業の
活性化、市民サービスの充実にも貢献し、市民の暮らしにかかわる環境全般にわたる視点
での取り組みが大変すばらしいと感じた。　　

環境未来都市特別委員会　委員長；樋口作二　副委員長；勝屋弘貞
委員；中村和典（副議長）・⻆田一美・池田廣志・中村日出代・釘尾勢津子
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［令和6年9月議会号］

【議会運営委員会行政視察報告】
●日程
　令和6年8月6日～8日（視察先：4箇所）

　委員長：中村一尭　副委員長：杉原元博
　委　員：福井正、⻆田一美、池田廣志、中村日出代
　オブザーバー：中村和典副議長

糸満市議会　人口62,211人　議員定数21人
●子ども議会の取り組みについて
糸満市市制50周年の節目に、中学生を対象に子ども議会を開催。次代を担う中学生に子ども
議員として実際に市議会を体験してもらい、市政や議会活動に関心と理解を持ってもらうため
実施。市内6中学校から各3名、合計18名の生徒が市政について質問。子供達から市政に対し
て意見はないが、学校の校則について見直しを求められた。

株式会社アイセックジャパン
●文字情報保護サービス
高齢者や聴覚障がい者向けサービスとして、リアルタイム文字
配信サービスを提供。佐賀県内では武雄市議会がアイセック
ジャパンと業務委託契約を行なっており、本会議の状況をリア
ルタイムでテレビ画面に文字情報で提供し、議事録作成まで当
社に依頼している。市民サービス、議事録の活用面、費用対効
果を鹿島市議会でも少しずつ検討していく。

議場コンサートのご案内
鹿島市制施行70周年を記念し、多くの人が議会に関心を
持つきっかけとなるよう議場を開放し、議場コンサート
を実施します。

日時：令和6年11月29日（金）9時25分～9時45分（※予定）
場所：鹿島市議会議場（鹿島市役所4階、5階傍聴席）
※時間など詳細は、後日、改めて周知いたします｡

奮ってお越しください！

第14回鹿島市議会報告会のご案内
日時：令和7年2月14日（金）18時30分～
場所：エイブルホール
内容（予定）：第1部　議会報告会
　　 　　　  　第2部　議員と語る会
※内容は予定です。詳細は、後日、改めて周知いたします｡

市民の皆様の多数のご参加をお待ちしております｡

「子ども議会の取り組みについて」糸満市

「文字情報保護サービス」
㈱アイセックジャパン

（前回：第13回議会報告会の様子）

（前回：市制60周年記念議場開放ステージの様子）
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７月

	 2日	 長崎本線利用促進期成会総会
	 	 杵藤地区広域市町村圏組合議会7月臨時会
	 	 議会だより編集会議
	 4日	 環境未来都市特別委員協議会
	 9日	 議会だより編集会議
	 10日	 環境未来都市特別委員会行政視察（～12日）
	 16日	 部落差別撤廃・人権擁護審議会
	 	 臨時議会運営委員会
	 23日	 環境未来都市特別委員協議会
	 24日	 知事・市町議会議長懇話会
	 	 議会だより編集会議
	 25日	 文教厚生産業委員協議会
	 26日	 佐賀県市議会議長会議員研修会
	 29日	 地域交通まちづくり特別委員会行政視察
	 31日	 佐賀県市議会議長会先進都市視察研修（～8月2日）

８月

	 6日	 議会運営委員会行政視察（～8日）
	 19日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会勉強会
	 20日	 議会運営委員会
	 23日	 全員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 	 総務建設環境委員協議会
	 26日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会8月定例会
	 27日	 藤津・鹿島地区衛生施設組合定例議会
	 30日	 議会運営委員会

令
和
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年
度

か
し
ま
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会
だ
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集
委
員
会

委
員
長
　
　
勝
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子

委
　
　
員
　
　
杉
原
　
元
博

顧
　
　
問
　
　
中
村
　
和
典

※
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者

の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
朝
、澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
、干
拓

の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
愛
犬
の
散
歩

に
付
き
合
う
の
が
私
の
日
課
で
す
。

　
寒
い
冬
に
芽
を
出
し
初
夏
に
黄
金
色

に
染
ま
る
麦
。そ
の
収
穫
の
の
ち
に
田
水

が
張
ら
れ
、か
弱
そ
う
に
見
え
た
早
苗
が

成
長
し
、爽
や
か
な
緑
色
の
絨
毯
と
な

る
。そ
し
て
白
い
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
た

あ
と
、た
わ
わ
に
実
り
首
を
垂
れ
る
稲

と
な
り
喜
び
の
収
穫
を
迎
え
る
。

　「
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す
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議会あれこれ（令和６年７月～９月）

編
集
後
記

金額単位：円
７月 ８月 ９月 合計

区 分 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額

弔 意 0 0 0 0 0 0 0 0

見舞い 0 0 0 0 0 0 0 0

祝 儀 0 0 0 0 0 0 0 0

会 費 2 13,000 0 0 0 0 2 13,000

接 遇 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2 13,000 0 0 0 0 2 13,000

９月

	 3日	 9月定例会　開会（～10月3日）
	 9日	 9月定例会　議案審議
	 	 議会運営委員会
	 10日	 9月定例会　議案審議
	 	 議会情報発信・議場解放プロジェクト会議
	 12日	 文教厚生産業委員会
	 17日	 決算審査特別委員会（現地調査）
	 	 鹿島青年会議所との意見交換会（議会運営委員会）
	 18日	 決算審査特別委員会（一般会計）（～19日）
	 20日	 決算審査特別委員会（特別会計・公営企業会計）
	 	 議会報告会プロジェクト会議
	 26日	 議会運営委員会
	 	 9月定例会　一般質問（～27日）
	 27日	 全員協議会
	 30日	 9月定例会　一般質問（～10月1日）

行政視察受入状況(令和6年7月～9月)
７月		2日　千葉県香取市議会（５人）
７月		3日　嬉野市議会　議会運営委員会（９人）
７月		9日　奈良県大和郡山市議会（３人）
８月20日　伊万里市議会（７人）

議長交際費を公表します。


